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著名な作家をお招きし、作家とのふれあいを通して、県民の皆様の読書への関心を一層高めるため、毎年
文芸講演会を開催しています。

今年度は次のとおり開催しますので、皆様のご参加をお待ちしています。

※ 新型コロナウイルス感染症の状況等により、コンサートやイベント、開館日は変更する場合があります。

【似鳥 鶏 氏】

お知らせ ～文芸講演会開催記念展示 ～似鳥 鶏 氏 著作～

11月13日（日）に開催する文芸講演会を記念して、図書
館１階ロビーにおいて、講師・似鳥 鶏氏の著作を展示し
ています。

予想を裏切る展開、軽妙な推理をぜひお楽しみくださ
い。

展示の様子

■日 時 令和４(2022)年11月13日(日) 14時～
■会 場 栃木県総合文化センター サブホール
■内 容 講演『小説家の生態』

講師：小説家 似鳥 鶏（にたどり けい）氏
■定 員 200名（先着順、参加費無料）
■申込方法 次のいずれかの方法でお申込みください。

①専用申込フォームから申込み
②申込書に必要事項を記入し、
栃木県立図書館へＦＡＸ又は持参

※電話申込はできません。
■申込先 栃木県立図書館 企画協力課

TEL:028-622-5113 FAX:028-624-7855
E-mail kikakuka@lib.pref.tochigi.lg.jp

■その他 マスクの着用等、感染症対策にご協力ください。

申込フォーム

最新作
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企画 ロビー展示「職場トラブルに役立ちます！
～相談しよう 調べてみよう～」

10月は「個別労働関係紛争処理制度周知月間」です。これに合わせて、県労働委員会では、県内２か
所で労働相談会を開催します。

栃木県立図書館では労働委員会と連携して、１階ロビーで労働相談に
関する本の展示を行っています。 ぜひお手にとってご覧ください。

【展示期間】 令和４(2022)年９月23日（金） ～ 10月26日（水）

※労働委員会が行う労働相談会については、
同委員会ホームページをご確認ください。

実施
報告

県立図書館後援事業が終了しました

栃木子どもの本連絡会が主催、県立図書館等が後援する「栃木子どもの本連続講座」（全４回）が、６～
９月に開催されました。平成22(2010)年から続く本講座は、新型コロナウイルス感染症の影響で２年間休
止しており、３年ぶりの開催となる今年は、オンラインを併用した初の開催となりました。

今年度は「日本の子どもの本」をテーマに、４名の講師が様々な角度から、絵巻物に端を発する日本の
絵本の歴史についてご説明くださいました。県立図書館では講座当日、本の展示を
会場で実施するとともに、館内でも全４回の関連図書を紹介する展示を行っています。

第１回：正置 友子 氏 「千年にわたる日本の絵本の歴史」
第２回：宮川 健郎 氏 「明治、大正、そして、昭和の敗戦後までの児童文学」
第３回：松本 猛 氏 「日本の絵本100年の歩み」
第４回：佐藤 宗子 氏 「現代児童文学の展開」

お知らせ 「栃木県立図書館デジタルコレクション」を
リニューアルしました！

当館ホームページ「栃木県立図書館デジタルコレクション」のページのデザインを一新し、よりデジタル
画像の検索・閲覧がしやすくなりました。また、今回のリニューアルに合わせて、本県生まれで江戸後期
の学者である蒲生君平(1768-1813)直筆の法帖『喜雨亭帖』等、当館所蔵の宇都宮市指定有形文化財
５点を公開しました。

「デジタルコレクション」では、当館で
デジタル化した資料のうち、文化財指定
資料、県ゆかりの作家や研究者の自筆
原稿など、特に貴重な資料をご紹介する
ほか、県発行の行政資料もご覧いただけ
ます。当コレクションの資料は順次追加・
更新し、今後も内容の充実を図っていく
予定です。 ぜひご活用ください！

宮川 健郎 氏
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〈館長コラム〉

課題図書を読んでみる

今から３か月ほど前、いよいよこれから夏休みという時期に、当館のティーンズコーナーの
一角には、第68回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が並びました。読書感想文は夏
休みの宿題の定番です。卒業して久しい今となっては、原稿用紙を前に気負う必要はありませ
ん。感想文なしで課題図書を読む。よし、この夏はこれをと思い立ち、高等学校の部の課題図
書、隈研吾著『建築家になりたい君へ』、続いて中村玄著『クジラの骨と僕らの未来』を手に
取りました。
隈氏は、芦野の石の美術館や馬頭の広重美術館など、本県でも馴染み深く、東京オリンピッ

クの舞台となった国立競技場の設計も手掛けた名立たる建築家です。一方、中村氏は、生き物
の「骨」への飽くなき探究心によって、生涯をかけて取り組むべきテーマに辿りつき、研究者
としての道を歩んでいます。分野こそ違え、両者ともに、幼い頃に抱いた「好き」という気持
ちを大切に育み、紆余曲折を経ながら、自分の人生を切り拓いています。両著にはそれぞれに
次代を担う若者への励ましのメッセージが込められていました。
ところで、若者でない私はどうした訳か、クジラの骨の発掘で頭に浮かんだのが、あのジョ

バンニとカンパネルラが牛の骨の発掘に遭遇する場面だったのです。気がつくと、遙か昔に読
んだ宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』に夢中になっていました。今回の機会がなければ手に取るこ
とはなかったであろう、クジラの骨の本が、私を再び銀河鉄道に導いてくれたと思うと不思議
でなりません。孤独な少年ジョバンニが、現実と幻想の境界で、人生の不条理を思い、それで
も「ほんとうのみんなのさいわい」を考える。人は、どんな道を選ぶことになっても、そして
いくつになっても、「人生の意味を思索する」ことを続けていかなければならないと悟ったの
であります。
季節は秋。いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会における本県選手の健闘を祈りつつ、当館で

もスポーツの秋にふさわしい展示を行っています。そして読書の秋。今月末からは（公社）読
書推進運動協議会主催「読書週間」が始まります。今年の標語は「この一冊に、ありがとう」。
皆様もそんな一冊に巡り合えますように。

（栃木県立図書館長）

今後の予定は下記のとおりです。事前申込制（申込順）となりますので、各公演チラシをご確認のうえお申
込みください。チラシは各公演日の概ね１か月前から配布する予定です。

◇ ハーモニカによる世界の名曲アンサンブルコンサート
令和４(2022)年11月24日（木） フジアンサンブルメイツ

※感染症拡大等により、やむを得ず公演を延期・中止する場合があります。
※休館日に開催します。当日は通常の窓口業務（貸出・返却・資料検索等）は

行いませんのでご注意ください。

令和４年度県民ライブコンサート（実施報告と今後の予定）

コンサート 今年度の県民ライブコンサート全３回のうち、下記２回のコンサートを開催しました。両日とも、
多くの方にご来場いただきありがとうございました。

・ 弦楽器による室内楽コンサート 令和４（2022）年 ７月28日（木） アンサンブル プランタン
・ ソロピアノコンサート 令和４（2022）年 ９月22日（木） 熱田公紀

午後2時30分開場 午後3時開演
入場無料
事前申し込み制（先着順）
会場/栃木県立図書館1階ホール
主催/栃木県立図書館
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図書館カレンダー※□は休館日です。
また、開館日のサービスが変更する場合があります。詳しくはHP等でご確認ください。
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イベント案内

〈コラム〉
司書
の目

わたしの１冊 読んでみませんか？

司書が日常の中で接した本
から、おすすめの１冊をご紹
介します。

『四季彩図鑑』
（北山建穂／著 永方佑樹／詩

みらいパブリッシング 2021）

「朱砂（しゅしゃ）」「浅蘇芳（あさすおう）」「退紅（あらぞめ）」…普段聞きなれないこれ
らの言葉たちは、すべて「赤色」を指す日本の伝統色の名称です。日本独自の色彩は
千種類以上あるとされており、私たちの何気ない日常の中にも実は豊かな色彩が溢れ
ています。

本県日光市生まれで同市の公務員である著者は、趣味として始めたカメラで30万枚
を超える写真を撮影してきました。この本では、主に日光市内で撮影された105枚の風
景写真とそこに捉えられた105色の色彩が、四季を追うように紹介されています。色名
の由来やまつわるエピソードが豊富に盛り込まれており、写真集としてはもちろんのこ
と、色の辞典としても楽しむことができるのもこの本の魅力のひとつです。

特にお気に入りのページがｐ.150-151「不言色（いわぬいろ）」です。少し赤みがかっ
た黄色を指す「不言色」は「支子色（くちなしいろ）」の別称で、平安文学にも登場する
ほど歴史ある色彩です。「クチナシ」という読みを「口無し」に掛けた言葉遊びが隠れて
おり、日本語ならではの趣を感じることができます。併せて紹介されている朝日に照ら
された冬の戦場ヶ原の写真は、不言色の優しいオレンジに包まれ、キラキラと光る粉雪
が印象的な一枚となっています。

「風景」×「色彩」が織りなす美しい世界に浸ったあとは、日常に潜む色彩への見え方が少しだけ変わるかもしれ
ません。当館では、第２弾として出版された『百色図鑑』（みらいパブリッシング 2022）も所蔵しています。（風）

■県民ライブコンサート
ハーモニカによる世界の名曲アンサンブルコンサート

11月24日（木） フジアンサンブルメイツ

（１Fホール 午後2時30分開場 事前申込制）

■館内展示

１F ロビー
・県労働委員会連携展示（～10月下旬）
・文芸講演会関連展示（～11月下旬）
・本で知ろう！栃木県のスポーツ（～11月下旬）

２F 公開資料室
・18歳から大人！～成年年齢引下げ～

３F 地域資料室
・（美術館連携）印象派との出会い

―フランス絵画の100年（10月下旬～）
・（博物館連携）鑑真和上と下野薬師寺

～天下三戒壇でつながる信仰の場（～10月末日）

４F 公開資料室
・森鴎外 没後100周年
・第167回芥川賞・直木賞受賞作（～10月中旬）
・2022年 ノーベル賞（10月中旬～）

Ｂ１Ｆ 読書活動支援室
・栃木子どもの本連続講座関連展示
・絵本・児童書でみるウクライナ


